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会社概要 （２０２２年３月３１日現在）

設立 １９８１年４月

本社 福岡県北九州市

資本金 ４億３，２２８万円

事業内容

デイサービス ホームヘルプサービス

有料老人ホーム ショートスティ

グループホーム 福祉事業

訪問看護 障害支援事業

ケアプラン

従業員数 ２，０５８名

事業所数 １１１カ所
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北海道地区
４事業所

東北地区
２事業所

関東地区
３３事業所

中部地区

１４事業所

四国地区

４事業所

関西地区

４事業所

中国地区
九州地区
４４事業所

事業所

現在の事業所数 （２０２２年３月３１日現在）

事業名 事業所数

デイサービス ３０

有料老人ホーム ４５

グループホーム ２

訪問看護ステーション ５

ヘルパーステーション ３

ケアプランセンター ２３

福祉用具販売 １

福祉用具レンタル １

就労支援A型事業所 １

６事業所



事業所数推移

0

20

40

60

80

100

120

2
0
0
2

年3

月

2
0
0
3

年3

月

2
0
0
4

年3

月

2
0
0
5

年3

月

2
0
0
6

年3

月

2
0
0
7

年3

月

2
0
0
8

年3

月
2
0
0
9

年3
月

2
0
1
0

年3
月

2
0
1
1

年3

月

2
0
1
2

年3

月

2
0
1
3

年3

月

2
0
1
4

年3

月

2
0
1
5

年3

月

2
0
1
6

年3

月

2
0
1
7

年3

月

2
0
1
8

年3

月

2
0
1
9

年3

月

2
0
2
0

年3

月

2
0
2
1

年3

月

2
0
2
2

年3

月

6
13 16 21 23 23 23 24 25 27 28 29 30 31 32 32 32 32 32 31 30

1
6

15 16
21 22 24

29
34 35 38 40 43 44 45 44 45 47

12
13

16
17

17

17 17
17 17

18
18

18 18
19

23 23 24 25 28 30 31
2 3 3

3 3 3 3

（事業所数）

18
26

32
39

46

55 56
62 64

69
75

81 83
89

97
103

デイサービス事業

グループホーム事業
有料老人ホーム事業

101

在宅サービス事業

3

その他事業
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目次

2022年3月期 決算概況（連結）

2023年3月期 業績予想及び配当予想

セグメント別の事業概況

当社の取り組むべきこと
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ハイライト
売上高では、デイサービス事業において、新型コロナウイルス感染症の
影響により、昨年同期比で減収。施設サービス事業では新規開設した施
設の利用者獲得に注力したが、既存店において新型コロナウイルス感染
症の影響により、昨年同期比で微増。
在宅サービス事業では、訪問看護の訪問件数の増加、ケアプランの計
画作成数の増加により増収。

利益面については、売上高が低調に推移したことに加え、新規施設の
開設費用が重く、売上原価（人件費・経費）が大幅に増加。また、販管
費についても昨年同期に比べ、事業活動が活発化したことにより、費
用が増加したため、営業利益・経常利益とも減益。

2022年3月期 決算概況（連結）

親会社株主に帰属する当期純利益については、特別損失として固定
資産の減損損失を計上。



※当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」

6

2021年3月期
(通期）

2022年3月期
(通期）

前年同期比

増減額 比率

売 上 高 １５，６１３ １５，７４９ １３５ ０.９%

営 業 利 益 ８０９ １９３ △６１５ △７６.１%

経 常 利 益 ６７４ △５１ △７２６ ー

当期純利益 ３８７ △３１９ △７０７ ―

（単位：百万円）

2022年3月期 決算概況（連結）



営業利益の主な増減要因

売上高増
+135百万円
（0.9％）
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その他経費増
△382百万円

介護人材等の
人件費増
△275百万円

販管費増

△93百万円

売上高増の内訳

デイサービス事業
△66百万円減

施設サービス事業
＋104百万円増

在宅サービス事業
＋102百万円増

その他事業
△5百万円減

経費増の主な内訳

新規施設に係る
賃借料、広告費
紹介手数料等
＋223百万円増

既存施設の感染対
策費用、利用者獲
得に伴う費用、水
光熱経費の増加等

＋159百万円増

人件費増の内訳

デイサービス事業
△31百万円減

施設サービス事業
＋199百万円増

（内新規施設
＋159百万円含む）

在宅サービス事業
＋69百万円増

その他事業
＋38百万円増

販管費増の主な
内訳
人件費増

＋55百万円増
その他事業活動の
増加に伴う経費

＋38百万円増

増加要因
減少要因

2022年3月期 決算概況（連結）

営業利益
809百万円

営業利益
193百万円

営業利益 △615百万円減（△76.1％）

2021年3月期 2022年3月期



売上高
2021年3月期

(通期）
2022年3月期

(通期）

前年同期比

増減額 比率

デイサービス事業 ３,６０１ ３,５３５ △６６ △１.８%

施設サービス事業 １０,９３１ １１,０３５ １０４ １.０%

在宅サービス事業 ９７９ １,０８１ １０２ １０.５%

そ の 他 事 業 １０１ ９６ △５ △５.０%

全 事 業 合 計 １５,６１３ １５,７４９ １３５ ０.９%

（単位：百万円）
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セグメント別売上高

2022年3月期 決算概況（連結）



セグメント別売上高の主な増減要因

売上高+135百万円（+0.9％）

デイサービス事業 施設サービス事業

104百万円
（1.0％）

その他事業

15,749百万円

15, 613百万円

2021年3月期

9

2022年3月期

増加要因
減少要因

新型コロナによる利用
控え、クラスター発生に
よる事業所休止等の影
響による減収。

訪問看護部門の営業強化
による訪問件数の増加
ケアプラン部門の事業所
数の増加

新規施設の稼働率向上による
売上高増（麻生の郷（2021.03）
武蔵野の郷（2021.07））
＋280百万円
既存施設のコロナの影響によ
る稼働率低下による売上減
△176百万円

2022年3月期 決算概況（連結）

△66百万円
（△1.8％）

在宅サービス事業

102百万円
（10.5％）

△5百万円
（△5.0％）
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2023年3月期 通期計画概要

売上高については、デイサービス事業において、新型コロナウ
イルスの感染拡大前の水準まで回復するには2023年3月まで
の期間を要すると仮定。施設サービス事業では、既存施設にお
いて、第２Qまでに2021年3月期と同等の施設稼働率（97％）に
戻す計画。新規施設では、2021年7月埼玉県所沢市に開設した
「武蔵野の郷」 、2022年4月埼玉県蕨市に開設した「わらび花の
郷」の稼働率向上に注力。

営業利益・経常利益については、既存店及び新規ホームの稼働
率向上により、入居獲得に係る経費等が軽減される見通し。

2023年3月期 業績予想（連結）



※当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」

2023年3月期 業績予想（連結）
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2022年3月期
（実績）

2023年3月期
（予想）

前年同期比

増減額 比率

売 上 高 １５，７４９１６，５９８ ８４９ ５.４% 

営 業 利 益 １９３ ５０３ ３０９ １５９.７%

経 常 利 益 △５１ １８３ ２３５ ー

当期純利益 △３１９ １１８ ４３８ ー

（単位：百万円）



営業利益の主な増減要因（予想）

営業利益309百万円増（159.7％）

売上高増
+849百万円
（5.4％）

営業利益
193百万円

2022年3月期
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2023年3月期

営業利益
503百万円

新規施設を除く
介護人材等の
人件費増
△109百万円

全社経費増

△84百万円

売上高増の内訳

デイサービス事業
＋121百万円増
施設サービス事業
＋694百万円増
(内新規＋495百万円)
在宅サービス事業

＋29百万円増
その他事業

＋5百万円増

人件費増加の内訳

デイサービス事業
＋20百万円増
施設サービス事業
＋63百万円増
在宅サービス事業
＋21百万円増
その他事業
（含む給食事業）
＋5百万円増

増加要因
減少要因

新規施設の
開設費用増
△364百万円

2023年3月期 業績予想（連結）

その他経費減

17百万円



配当金について

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

2021年3月期 ― ０円００銭 ― ６円００銭 ６円００銭

2022年3月期 ― ０円００銭 ― ０円００銭 ０円００銭

2023年3月期
（予定）

― ０円００銭 ― ３円００銭 ３円００銭
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当社は事業拡大による成長のための投資資金及び内部留保と利益配分
とのバランスを念頭に、株主への安定継続した配当に加え業績の伸長に
応じた配当を実施することを基本方針としております。

上記の基本方針を踏まえ、2023年3月期の配当につきましては、業績予
想に基づき、期末配当として１株当たり３円を予定しております。
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デイサービス事業

（名）
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2,415室 2,515室

％

2,621室
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当社の取り組むべきこと

デイサービス利用回数回復へ

SNS活用

LINE公式・Instagram
アカウント作成

見学会再開

感染対策を厳重に行い
施設見学会再開

施設内の
イベント強化

温泉やクラブ活動等
イベント開催

地域との関係強化

マルシェ等の地域
イベント実施・協力

営業強化

各施設に１～２名
営業職員を配置する

体制構築
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温泉プロジェクト動画
（Youtube）

当社の取り組むべきこと

デイサービス利用回数回復へ

LINE Instagram
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回復傾向（名）

当社の取り組むべきこと
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当社の取り組むべきこと

日本の
労働人口減少

高齢者人口
（要介護者は増加）

介護職員確保の
重要性が増す

出典：厚生労働省「第8期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について」
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介護職員対策について

当社の取り組むべきこと

・介護職員処遇改善支援金制度を利用し賃金値上げへ対応。

・国内の労働力減少を見据えて、外国人技能実習生受入継続。
・新たな在留資格『特定技能』を利用した受入も検討。
⇒２０２１年度 ６名新規受入。合計１２名受入（受入先：千葉、神奈川）
２０２２年度 ２０名新規受入（内、５名は特定技能実習生）

（受入先：北海道、埼玉、千葉、神奈川、福岡）

外国人雇用促進

介護職員の確保と定着

・介護福祉士等の資格取得支援。
（介護福祉士資格：２０２２年受験者数８０名、内合格者数６６名）
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当社の取り組むべきこと

人材紹介会社への依存度を減少
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人材紹介料推移

看護師 介護職 ケアマネージャー

（千円）

人員配置基準を
確保する為に
やむを得ず
人材紹介会社を利用

採用担当を増員し
人材紹介会社への
依存度を減少させる
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事業展開について

当社の取り組むべきこと

・今後も特定施設の公募があれば、積極的に応募予定

事業拡大・管理

・Ｍ＆Ａの検討

・管理が困難な施設の統合・整理
※２０２１年 ５月 建部デイサービスセンター経営譲渡
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埼玉県蕨市
わらび 花の郷
令和4年4月開設

東京都杉並区
2024年4月予定

当社の取り組むべきこと

事業計画



本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる
現在の予定、推定、見込み、又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。
これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。
既に知られたもしくは今だに知られていないリスクや不確かさその他の要因が、
将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。
株式会社シダーは将来の展望に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、
結果は将来の展望と著しく異なるか、更に悪いことも有り得ます。

本資料における将来の展望に関する表明は、2022年6月23日現在において利用可能な
情報に基づいて株式会社シダーにより2022年6月23日現在においてなされたものであり、
将来の出来事や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、
変更するものではありません。

本資料の取り扱いについて

2022年6月23日 株式会社シダー
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